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地上デジタル専用カードＢＳ・ＣＳ・地上 共用カード
3波共用受信機器に同梱 地上専用受信機器に同梱

１．Ｂ－ＣＡＳカード

●ビーキャス カード

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用

●ビーキャス カード

地上デジタル専用

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用
地上デジタル専用

カード裏面
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BSデジタル放送/110度CSデジタル放送
における複数の有料放送事業者が、
1枚のB-CASカードを利用して、それぞれ
独自の有料放送サービスを視聴者に
提供することができる。

２．限定受信システム（CAS）：その１
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２．限定受信システム（CAS）：その２

●ビーキャス カード●ビーキャス カード

放送衛星

地上デジタル放送

受信機

・ＢＳデジタル放送

・広帯域ＣＳデジタル放送

（略：１１０度ＣＳデジタル放送）

地上デジタルテレビジョン放送

（略：地上デジタル放送）
ＢＳ・１１０度ＣＳ・地上

デジタル放送共用受信機

【３つの役割】

① 有料放送契約などをした人の受信機だけが、スクランブルが解けて受信できるようにする

② NHK BSの契約メッセージ表示

③ 無料放送も含めたコンテンツ保護

映像、音声信号などをスクランブルし、
関連情報（鍵、契約情報など）を付加
して放送
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１．名 称
・商号 株式会社 ビーエス・コンディショナルアクセスシステムズ
・略称 B－CAS（ビーキャス）

２．設 立
・ 2000年（平成12年）2月22日

３．資本金
・15億円（設立当初10億円）

４．カード発行枚数
2017年度 1030万6000 枚 （累計 2億5831万枚［2018年3月現在]）

５．株主
日本放送協会、株式会社BS日本、株式会社BS－TBS、株式会社ビーエスフジ、
株式会社ビーエス朝日、株式会社BSテレビ東京、株式会社WOWOW、
株式会社スター・チャンネル、東芝インフラシステムズ株式会社、
パナソニック株式会社、株式会社日立製作所

３．会社概要
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４．視聴者対応

② カード交換
（原則3年以内は無償交換）

B-CAS
カスタマー
センター

視聴者① カードに関する問い合わせ

（2017年度 約15万件）

③ 旧カード返却
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５．カード方式の得失

メリット

・取り外し・交換が容易、 不具合がカードやＩＣチップそのものに
起因する場合は、カード交換により簡単・安価に修復可能

・有料放送契約などに必要な「カード識別番号」が読み取り易い
など使い勝手が良い

デメリット

・利用者が直接扱えるため、解析され、改ざん・不正使用され易い
という指摘もある
実際に攻撃を受けた後に、発生した改ざん事件は後を絶たず
（下記参照）、 対策には費用がかかる

・接触不良などが生じやすいとの指摘も受けている

○過去のB-CASカード改ざん事件の主な摘発例
・2012年6月

改ざんプログラムの提供やカードの改ざん、また改ざんカードをネットオークションで販売するなどした計3人を京都府警が逮捕
・2014年8月

「BLACKCASカード」と称する違法なカードを台湾から日本に販売していたグループを台湾警察が摘発。2人を逮捕
・2016年6月

有料放送を無料で視聴できるようにする不正なプログラムをインターネットで公開した佐賀市の17歳の少年を警視庁などが逮捕
・2017年11月

ネットオークションを通じて改ざんプログラムを販売していた人物を佐賀県警が逮捕
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６．視聴制御とコンテンツ保護機能

Ｂ
Ｓ
無
料

地
上
デ
ジ
タ
ル

ﾉﾝｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ運用

海賊版販売
（2001/2）

ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ化

ﾉﾝｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ運用予定 ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙ化
に方針変更 スクランブル化

RMP機能

B-CAS方式を使ってRMPを実現したため
本来のCAS機能を分離（使用しない）する

には、新たなRMP方式を導入し、レガシー
受信機用にB-CAS方式とこのRMP方式を

同時運用するしくみが必要となる

当初から、RMP機能として複数方式
（B-CAS・TRMP）を許容するように

設計されているため、受信機間の互
換性の問題はないとされる

TRMP運用

B-CAS方式

2000/12 2004 2013

総務省令
改正

（2002/6）

RMP機能

◎ BS/CSデジタル有料放送
開始当初からCAS機能が使用され、コンテンツ保護機能（RMP)も運用されており、RMP機能の分離はできない

◎ BSデジタル無料放送
開始後に、CAS機能を利用してRMPを運用しており、RMPの分離には別方式の導入以外はない

◎ 地上デジタル放送
RMPを2つの方式で準備、開始当初はCAS機能を利用してRMPを運用し、途中から別方式も導入して併用運用している
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・番組をスクランブル
・コピー制御信号（ＣＣＩ）

・無条件でコピー可能
・１回のみコピー可能、等

“コンテンツ保護放送”の
運用が行なわれている電波

地上民放、ＮＨＫ、ＢＳ民放

デジタル
受信機

Digital  BS

デジタル録画装置
（コンテンツは暗号化されて記録される、

更にコピー制限がかかる）

コンテンツの出力保護
（暗号化されて伝送される）

受信機器メーカー

「ARIB規格を
遵守しています」

（株）Ｂ－ＣＡＳ

● ビー キ ャ ス カード

● ビー キ ャ ス カード

「カードを支給します
ので受信機器に同梱
してください」

７．コンテンツ保護放送の全体イメージ

・受信機仕様は、コンテンツ保護機能を含め
ＡＲＩＢ規格で規定されている

・ＡＲＩＢ規格は法律ではないため、受信機
への搭載義務はない

⇒ B-CASカードの支給契約により、
コンテンツ保護機能の搭載義務を負う
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（株）B-CAS

ＩＣカード発行と所有権保持

ＩＣカードの鍵発行・管理

ＣＡＳ技術方式の使用許諾

Ｂ
Ｓ

放
送

事
業

者
Ｃ

Ｓ
・
地

上
放

送
事

業
者

受
信

機

メ
ー

カ
ー

カード支給

デジタル放送視聴者

カード同梱

８.B-CASカードの流通

デジタル放送

カード取扱手数料

カードは無償で視聴者へ貸与
B-CASが所有権を保持

利用料

利用料
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